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【過去問 1】 

次の実験について問いに答えなさい。 

（北海道 2007 年度） 

電熱線Ａ～Ｃを用いて，次の実験を行った。なお，電熱線Ｂの電気抵抗の大きさは電熱線Ａより大きく，

電熱線Ｃの電気抵抗の大きさは電熱線Ａの２倍である。 

実験１ 図１のような回路をつくり，電熱線Ａの両端に電圧を加え，電圧計ａの示す電圧と，電流計の示す

電流の強さを調べた。図２は，このときの電圧と電流の強さとの関係をグラフに表したものである。

次に，電熱線Ａを電熱線Ｂにかえ，同じように実験を行った。 

実験２ 図３のように図１の回路に電熱線Ｃと電圧計ｂをつないだ回路をつくり，電熱線Ａ，Ｃのそれぞれ

の両端に電圧を加え，電圧計ａ，ｂの示す電圧と，電流計の示す電流の強さを調べた。 

 

問１ 右図に，電気用図記号(回路図用に決められた図記号)をかき加えて，

図１の回路のようすを表す回路図を完成させなさい。 

 

問２ 実験１について，次の文の｛  ｝⑴，⑵に当てはまるものを，ア，イからそれぞれ選びなさい。 

下線部の実験で調べた，電圧と電流の強さとの関係を表すグラフを図２にかき加えるとき，電熱線Ｂは電

熱線Ａより電流が⑴{ア 流れやすい  イ 流れにくい}ため，かき加えた電熱線Ｂのグラフの傾きは，電

熱線Ａのグラフの傾きより⑵{ア 大きく  イ 小さく}なる。 

問３ 実験２で，電圧計ａが２Ｖを示したとき，電圧計ｂの示す電圧と，電流計の示す電流の強さを，それぞ

れ求めなさい。 
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問１ 

 

問２ ⑴  ⑵  

問３ 
電 圧   Ｖ 

電流の強さ   mA 

 

問１ 

 

問２ ⑴ イ ⑵ イ 

問３ 
電 圧 ２ Ｖ 

電流の強さ 300 mA 

 

問１ 図１で，電圧計は電熱線に並列に，電流計は直列につながれている。 

問２ ｢電流＝電圧÷抵抗」なので，電熱線Ｂのように抵抗が大きくなると電流は弱く(図２で，電熱線Ｂの直線

の傾きはＡより小さくなる)なり，流れにくくなる。 

問３ 並列回路なので，電熱線Ｃに加わる電圧は電熱線Ａと同じ２Ｖ。電熱線Ａの抵抗は，図２より４[Ｖ]÷

0.4[Ａ]＝10[Ω]。電熱線Ｃの抵抗は 20Ω。電熱線Ａに流れる電流は，図２より 200mA。電熱線Ｃに流れる電流

は，２[Ｖ]÷20[Ω]＝0.1[Ａ]＝100[mA]。回路全体の電流は，200＋100＝300[mA]。 
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【過去問 2】 

次の問いに答えなさい。 

（青森県 2007 年度） 

問４ 図は，15Ωと 20Ωの抵抗を並列に接続した回路を

示している。15Ωの抵抗を流れる電流が 200mAであ

るとき，Ｘ点を流れる電流は何 mAか，求めなさい。 

 

問５ 図のように，棒磁石のＳ極を右側からコイルの中

に入れると，検流計の針が左にふれた。次のア，イ

に答えなさい。 

ア 検流計の針のふれの向きや大きさについて，正し

く述べたものはどれか。次の１～４の中から一つ選

び，その番号を書きなさい。 
 

１ コイルの巻き数を多くし，Ｎ極を右側からコイルの中に入れると針は左に小さくふれる。 

２ コイルの巻き数を多くし，Ｎ極をコイルの中から右側に引き出すと針は左に大きくふれる。 

３ コイルの巻き数を少なくし，Ｎ極を右側からコイルの中に入れると針は右に大きくふれる。 

４ コイルの巻き数を少なくし，Ｎ極をコイルの中から右側に引き出すと針は右に小さくふれる。 

イ 棒磁石をコイルの中で静止させると，検流計の針はふれず電流は流れなかった。その理由を書きなさ

い。 

 

問４  mA 

問５ 

ア  

イ  

 

問４ 350mA 

問５ 

ア ２ 

イ コイルの中（まわり）の磁界が変化しないため。 

 

問４ 回路に加わる電圧は，15[Ω]×0.2[Ａ]＝3[Ｖ]。20Ω の抵抗を流れる電流は，3[Ｖ]÷20[Ω]＝0.15[Ａ]。Ｘ

点を流れる電流は，150＋200＝350[mA]。 

問５ ア 巻き数を多くすると大きくふれ，右側からＳ極を入れるときとＮ極を出すとき，向きは同じ。 
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【過去問 3】 

電熱線に流れる電流やコイルのまわりの磁界を調べるため，次のような実験を行いました。これについて，

下の問１～問４の問いに答えなさい。 

（岩手県 2007 年度） 

実験１ 

 図Ⅰのように，電源装置，電流計，電圧計，電熱線ａ

(６Ω，６Ｖ－６Ｗ），電熱線ｂ(12Ω，６Ｖ－３Ｗ)，お

よび水平におかれた厚紙にさしこんでとめてあるコイル

などを用いて回路を作った。 

 電源装置の電圧を変えて，電熱線にかかる電圧と，回

路を流れる電流の関係を調べた。 

 コイルをさしこんだ厚紙の上に鉄粉をまいて，コイル

のまわりの磁界のようすを調べた。 
 

実験２ 

 コイルを回路から取りはずして厚紙をとり，図Ⅱのよ

うに検流計をつなぎ，棒磁石のＮ極をコイルに近づけ

て，コイルに流れる電流のようすを調べた。  

問１ 次のア～エのうち，図Ⅰの回路において，電熱線ａと電熱線ｂから同じ時間に発生する熱量について述

べている文として正しいものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 電熱線ａの方が電熱線ｂより電力が大きいので，発生する熱量が大きい。 

イ 電熱線ｂの方が電熱線ａより抵抗が大きいので，発生する熱量が大きい。 

ウ 電熱線ｂの方が電熱線ａより電流が弱いので，発生する熱量が大きい。 

エ 電熱線ａと電熱線ｂにかかる電圧は等しいので，発生する熱量は等しい。 

問２ で，電圧計の針が 6.0Ｖを示したとき，電流計に流れる電流の強さはいくらですか。単位をつけて小

数第１位まで数字で書きなさい。 

問３ 次のア～エのうち， で調べた磁界のようすを上から見た図として最も適当なものはどれですか。一つ

選び，その記号を書きなさい。 

 

問４ で，コイルに棒磁石のＮ極を近づけると，検流計の針は右側に小さく振れました。検流計の針を左側に

大きく振れるようにするにはどのような方法がありますか。その方法を一つ簡単に述べなさい。 
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問１  

問２    

問３  

問４  

 

問１ ア 

問２ 1.5 Ａ 

問３ イ 

問４ 
例 

Ｓ極をコイルに速く近づける。 

 

問１ 同じ時間に発生する熱量は，電熱線の電力に比例する。 

問２ 電熱線ａ，ｂに流れる電流は，それぞれ 6.0[Ｖ]÷６[Ω]＝1.0[Ａ]，6.0[Ｖ]÷12[Ω]＝0.5[Ａ]で，回路全

体を流れる電流は，1.0＋0.5＝1.5[Ａ]。 

問３ 厚紙にさしこんだ２本のコイルのまわりに同心円状の磁界ができる。 

問４ 磁石をコイルに速く近づけると，コイルの中の磁界の変化が大きくなり，コイルに強い電流が流れる。 
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【過去問 4】 

次の問いに答えなさい。 

（宮城県 2007 年度） 

問１ 回路に流れる電流や電圧を調べた次の実験Ⅰ，実験Ⅱについて，あとの⑴～⑷の問いに答えなさい。 

〔実験Ⅰ〕 図１のように，電源装置，スイッチ，

電流計，電圧計，抵抗器Ｐをつないだ回路を

つくり，スイッチを入れ，抵抗器Ｐに加える

電圧を０Ｖから 6.0Ｖまで変化させて，電流

の強さを測定した。次に，抵抗器Ｐを抵抗器

Ｑにかえて，同じように電流の強さを測定

した。図２は，このときの結果をグラフに表

したものである。 

〔実験Ⅱ〕図３および図４のように，それぞれ電

源装置，スイッチ，電流計，電圧計，抵抗

器Ｐ，Ｑをつないだ回路をつくり，スイッ

チを入れ，電圧計の示す電圧を０Ｖから

6.0Ｖまで変化させて，電流の強さを測定し

た。 

 

⑴ 実験Ⅰから，加える電圧を大きくしていったときの抵抗器Ｐと抵抗器Ｑの抵抗の値について，正しく述

べているものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 抵抗の値は，抵抗器Ｐも抵抗器Ｑも一定で，抵抗器Ｐの方が大きい。 

イ 抵抗の値は，抵抗器Ｐも抵抗器Ｑも一定で，抵抗器Ｑの方が大きい。 

ウ 抵抗の値は，抵抗器Ｐも抵抗器Ｑもだんだん大きくなり，抵抗器Ｐの方が常に大きい。 

エ 抵抗の値は，抵抗器Ｐも抵抗器Ｑもだんだん大きくなり，抵抗器Ｑの方が常に大きい。 

⑵ 図３で，測定した結果得られる，電圧と電流の関係を表すグラフを，解答用紙の図に実線(━)でかき

入れなさい。 

⑶ 図４で，電流計を流れる電流の強さが 50mAのとき，電圧計の示す値は何Ｖか，求めなさい。 

⑷ 抵抗器Ｐまたは抵抗器Ｑのどちらか一つと豆電球Ｒをつないだ回路をつくり，スイッチを入れ，電源の

電圧を 6.0Ｖにして，豆電球Ｒの明るさを比べました。このとき，豆電球Ｒが最も暗くなる回路を，次の

ア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 
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問１ 

⑴  

⑵ 

 

⑶   Ｖ 

⑷  

 

問１ 

⑴ ア 

⑵ 

 

⑶ 3.0Ｖ 

⑷ ウ 

 

問１ ⑴ 抵抗の値は一定。同じ電圧のとき，電流が流れにくい抵抗器Ｐの方の抵抗が大きい。 

⑵ 抵抗器ＰとＱは並列なので，全体の電流は和に等しい。４Ｖのとき，100＋200＝300[mA]。 

⑶ 図２より，50mAの電流が流れるとき，抵抗器Ｐには 2.0Ｖ，Ｑには 1.0Ｖの電圧が加わっている。全体の電

圧は，2.0＋1.0＝3.0[Ｖ]。 

⑷ 豆電球に加わる電圧はアとイが 6.0Ｖ，ウはＰの抵抗がＱより大きいので電圧がいちばん小さい。 
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【過去問 5】 

電熱線Ｘ，Ｙについて，それぞれの両端に加える電圧を変えて，流れる電流の強さを測定した。図１は，そ

の結果の一部を表したグラフである。次に，この二つの電熱線Ｘ，Ｙを使って図２の回路をつくり，回路に加え

る電圧を変えて流れる電流の強さを調べることにした。また，水を入れた容器上に導線の一部分を南北方向に向

けて置いたのは，導線のまわりの磁界を調べるためである。次の問１～問３の問いに答えなさい。 

（秋田県 2007 年度） 

  

問１ 図２の回路で，スイッチ１，２を入れたと

ころ，電圧計は図３のように３Ｖを示し，電流

計は図４の値を示した。 

① 電熱線Ｘを流れる電流の強さは何Ａか，求

めなさい。 

② 回路全体の抵抗の値は何Ωか，求めなさ

い。 

 

問２ 問１の状態から，電源装置の電圧を変え，電圧計の値を 10Ｖにしたい。このとき，電流計，電圧計のい

ずれかの端子をつなぎかえる操作が必要である。その操作の内容と，その操作が必要な理由を書きなさ

い。 

問３ 問２の操作によって電圧計の値を 10Ｖにした。 

① 図５のように，細いひもをつけた板に磁針をのせ，水を入れた容器

に浮かべたところ，磁針のＮ極は北を指した。次に，板が導線の下を

通って水面上の点Ｐまで，ゆっくり移動するようにひもを引いた。こ

の間，Ｎ極の指す向きはどのように変化するか，次から一つ選んで記

号を書きなさい。 

 

ア 北向きから西側に振れて北向きに戻る イ 北向きから東側に振れて北向きに戻る 

ウ 北向きから西向き，南向きと変化する エ 北向きから東向き，南向きと変化する 

② その後，スイッチ１を入れたまま，スイッチ２を切った。スイッチ２を切る前と切った後を比べて，変

化するものは次のどれか，すべて選んで記号を書きなさい。 

ア 電熱線Ｘの抵抗の値 イ ー定時間内に電熱線Ｘから発生する熱量の大きさ 

ウ 電流計が示す電流の強さ エ 回路全体で消費する電力の大きさ 

オ 電圧計が示す電圧の大きさ カ 容器上の導線のまわりにできる磁界の向き 
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問１ 
①   Ａ 

②   Ω 

問２ 

内容  

理由  

問３ 
①  

②  

 

問１ 
① 0.1 Ａ 

② 12 Ω 

問２ 

内容 
例 

電流計の －
マイナス

端子を５Ａの端子につなぎかえる 

理由 
例 

測定可能な範囲以上の電流が流れるから 

問３ 
① イ 

② ウ，エ 

 

問１ ① 図１より，電熱線Ｘに３Ｖの電圧がかかるとき，0.1Ａの電流が流れる。 

② 電流計は 250mA＝0.25Ａを示しているので，全体の抵抗は，３[Ｖ]÷0.25[Ａ]＝12[Ω]。 

問２ 電圧計を 10Ｖにすると，流れる電流は 10[Ｖ]÷12[Ω]と１Ａ近くになり，500mAの端子の測定範囲を越えて

いる。 

問３ ① 図５で，導線を流れる電流は北から南の向きである。このとき，右ねじの進む向きを電流の向きに合わ

せると，ねじの回る向きが磁界の向きで，水面上では東の方向となる。 

② スイッチ２を切ると，電熱線Ｘだけの回路となり，回路を流れる電流の強さが変わる。 
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【過去問 6】 

電流と電圧の関係や電流のはたらきについて調べるために，鉛筆のしんと４Ωの抵抗を用いて，次の実験を

行った。あとの問いに答えなさい。 

ただし，導線の抵抗は無視できるものとする。 

（山形県 2007 年度） 

【実験】 鉛筆のしんと４Ωの抵抗を用いて図のような回

路をつくり，スイッチを入れ，電源装置の電圧を調

節して，しんに加わる電圧としんに流れる電流をは

かった。 

 

問１ 表は実験の結果をまとめたものである。 

 表      

 しんに加わる電圧(Ｖ) 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 

 しんに流れる電流(mA) 30 60 90 120 150 

       

⑴ しんに加わる電圧としんに流れる電流との関係をグラフ

に表したい。表をもとに，グラフの〔  〕の部分のそれぞ

れに，適切な数値を入れ，しんに加わる電圧ごとの，しんに

流れる電流の値を示すしるしを付け，また，しんに加わる電

圧としんに流れる電流との関係を表す線をかいて，グラフを

完成させなさい。 

⑵ しんの抵抗の大きさは何Ωか。小数第２位を四捨五入

し，小数第１位まで求めなさい。 
 

⑶ しんに加わる電圧が 0.8Ｖのとき，電源装置の電圧は何Ｖか。小数第２位を四捨五入し，小数第１位ま

で求めなさい。 

問２ 鉛筆のしんを電流が流れているとき，しんが振れた。これは，しんを流れる電流が磁界の中で力を受け

たからである。電流が磁界の中で受ける力を利用しているものの例として適切なものを，次のア～エから

一つ選び，記号で答えなさい。 

ア 豆電球 イ 光電池 ウ モーター エ 発電機 
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問１ 
⑴ 

 

⑵   Ω ⑶   Ｖ 

問２  

 

問１ 
⑴ 

例 

 

⑵ 6.7 Ω ⑶ 1.3 Ｖ 

問２ ウ 

 

問１ ⑴ 縦軸の目盛りは最大値を 150mAより大きい 200mAにすると，測定点が記入しやすい。 

⑵ 電圧が 1.0Ｖのとき，150mA＝0.15Ａの電流が流れる。抵抗は，1.0[Ｖ]÷0.15[Ａ]＝6.66…＝約 6.7[Ω]。 

⑶ しんに加わる電圧が 0.8Ｖのとき，表より，流れる電流は 120mA。4Ωの抵抗に加わる電圧は，4[Ω]×0.12[Ａ]

＝0.48[Ｖ]。電源装置の電圧は，0.8＋0.48＝1.28＝約 1.3[Ｖ]。 

問２ 電流が磁界の中で受ける力を利用してモーター，電磁誘導を利用して発電機がつくられている。 
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【過去問 7】 

次の問いに答えなさい。 

（茨城県 2007 年度） 

問１ 図のような 40Ｗの電球Ａと 100Ｗの電球Ｂがある。そ

れぞれを 100Ｖのコンセントにつないで点灯させた。 

 40Ｗの電球Ａと 100Ｗの電球Ｂについて，明るさ，およ

び流れる電流の大きさを比較するとどのようになるか。正

しいものを次のア～エの中から一つ選んで，その記号を書

きなさい。 
 

ア ＡのほうがＢよりも明るく，ＡのほうがＢよりも大きな電流が流れる。 

イ ＡのほうがＢよりも明るく，ＢのほうがＡよりも大きな電流が流れる。 

ウ ＢのほうがＡよりも明るく，ＡのほうがＢよりも大きな電流が流れる。 

エ ＢのほうがＡよりも明るく，ＢのほうがＡよりも大きな電流が流れる。 

 

問１  

 

問１ エ 

 

問１ 同じ電圧がかかっているとき，W数の大きいほうが電球も明るく，流れる電流も大きい。 
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【過去問 8】 

次の問いに答えなさい。 

（栃木県 2007 年度） 

問８ 右の図のように，抵抗器を電池につないで電流を流した。電流計は 300mA

を，電圧計は 1.5Ｖをそれぞれ示したとき，この抵抗器の電気抵抗は何Ω

か。 

 

 

問８   Ω 

 

問８  ５ Ω 

 

問８ 「抵抗＝電圧÷電流」より， 300mA＝0.3Ａなので，抵抗は，1.5[Ｖ]÷0.3[Ａ]＝５[Ω]。 
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【過去問 9】 

次の問いに答えなさい。 

（群馬県 2007 年度） 

問８ 右の図のように，導線に矢印の向きに電流が流れているとき，点ａ

にできる磁界の向きとして正しいものを，図中のア～エから選びなさ

い。 
 

 

問８  

 

問８ ウ 

 

問８ 右手の親指の向きを電流の向きに合わせると，４本の指の向きが磁界の向きである。 
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【過去問 10】 

電流と電圧の関係を調べるため，抵抗の大きさが違う２本の電熱線Ｐ，Ｑを用いて，次の実験１，２を行っ

た。これに関して，あとの問１～問４の問いに答えなさい。 

（千葉県 2007 年度） 

実験１ 図１のように，電熱線Ｐと電源装置，電流計，電圧計を用いて回路を組み立てた。電熱線Ｐにか

かる電圧の大きさを 1.0Ｖから 5.0Ｖまで１Ｖずつ上げていき，電熱線Ｐを流れる電流の大き

さを測定し，結果を表にまとめた。 

 

表 
     

 

電圧〔Ｖ〕 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0  

電流〔mA〕 40 80 120 160 200  

 

     

 

実験２ 図２，図３のように，電熱線Ｐと電熱線Ｑを使って直列回路と並列回路を組み立て，それぞれの

電流と電圧の関係を調べた。直列回路では，「点ａと点ｂの間の電圧」と「点ｃを流れる電

流」を測定した。並列回路では，「点ｄと点ｅの間の電圧」と「点ｆを流れる電流」を測定し

た。 

 図４は，その結果をグラフに表したものである。 

 

 
 

問１ 図１の回路に接続されている電流計と電圧計のうち，電圧計の
マイナス

－ 端子はどれか。図１のア～エのうち

から最も適当なものを一つ選び，その符号を書きなさい。 

問２ 実験１の結果から，測定値を点（ ● ）で表し，電流と電圧の関係を表すグラフをかきなさい。ただし，

電流の単位はＡ，電圧の単位はＶを用い，軸に目もりをつけなさい。 

問３ 電熱線Ｐと電熱線Ｑの抵抗の大きさはそれぞれ何Ωか。 

問４ 図３の並列回路で，点ｆを流れる電流が 0.12Ａのとき，電熱線Ｑを流れる電流は何Ａか。 
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問１  

問２ 

 

問３ 
電熱線Ｐ   Ω 

電熱線Ｑ   Ω 

問４   Ａ 

 

問１ ア 

問２ 

 

問３ 
電熱線Ｐ 25 Ω 

電熱線Ｑ 50 Ω 

問４ 0.04 Ａ 

 

問１ 電圧計は，電熱線Ｐと並列に接続する。－端子は，電源装置の－極側につなぐ。 

問２ 電流の単位は[Ａ]にする（1000mA＝１Ａ）。縦軸，横軸の１目もりはそれぞれ 0.02Ａ，0.5Ｖにとる。 

問３ 電熱線Ｐの抵抗は，表より，5.0[Ｖ]÷0.2[Ａ]＝25[Ω]。図４より，直列回路全体の抵抗は，3.0[Ｖ]÷

0.04[Ａ]＝75[Ω]。電熱線Ｑの抵抗は，75－25＝50[Ω]。 

問４ 図４より，回路全体の電圧（＝電熱線Ｑにかかる電圧）は 2.0Ｖ。電流は 2.0[Ｖ]÷50[Ω]＝0.04[Ａ]。 
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【過去問 11】 

電流の実験について，次の各問に答えよ。 

（東京都 2007 年度） 

＜実験＞ 

  抵抗の大きさが異なる３種類の電熱線Ａ，Ｂ，Ｃおよび電球，電源装置，電流計，電圧計，スイッチが

ある。この電流計には，５Ａ，500mA，50mAの３個の一端子があり，電圧計には，300Ｖ，15Ｖ，３Ｖの３

個の一端子がある。 

⑴ 電熱線Ａを用いて図１のような回路をつくり，電流計や電圧計の一端子をそれぞれ測定できる値の大き

いほうから小さいほうへつなぎかえながら，電圧計ではかった電圧が０Ｖから 10Ｖの範囲で電源装置の電

圧を変えて，電流計で電流の強さをはかり，グラフに表したところ，図２のようになった。 

⑵ 電熱線Ｂについても，⑴と同様の実験を行ったところ，電熱線Ａのときと比べて，それぞれの電圧にお

ける電流の強さは，つねに２倍だった。 

  

問１ ＜実験＞の⑴で，電圧計の 15Ｖの－端子に導線をつなぐと，電圧計の針の位置が図３のようになり，電

流計の針の位置は図４のようになった。このとき，導線をつないだ電流計の－端子の位置と電流計の示し

た電流の強さを組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 
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 導線をつないだ電流計の－端子の位置 電流計の示した電流の強さ 

ア 50 mA 45 mA 

イ 500 mA 45 mA 

ウ 500 mA 450 mA 

エ 5 Ａ 450 mA 

 

問２ 電球と電熱線Ａを用い，図５の回路図に示すような回路をつく

り，電球を点灯させた。次に，電源装置の電圧を同じにして，同じ

電球と電熱線Ｂを用い，同様に電球を点灯させた。＜実験＞の⑴と

⑵で調べた電熱線Ａと電熱線Ｂの抵抗の大きさの比較と，この回路

の電球がより明るく点灯するときに接続している電熱線を組み合わ

せたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 
 

 

電熱線Ａと電熱線Ｂの抵抗の大きさの比較 
電球がより明るく点灯するとき

に接続している電熱線 

ア 
電熱線Ａの抵抗の大きさは，電熱線Ｂの抵抗の大き

さの２倍である。 
電熱線Ａ 

イ 
電熱線Ａの抵抗の大きさは，電熱線Ｂの抵抗の大き

さの２倍である。 
電熱線Ｂ 

ウ 
電熱線Ｂの抵抗の大きさは，電熱線Ａの抵抗の大き

さの２倍である。 
電熱線Ａ 

エ 
電熱線Ｂの抵抗の大きさは，電熱線Ａの抵抗の大き

さの２倍である。 
電熱線Ｂ 

問３ 電熱線Ａと電熱線Ｃを用い，図６の回路図に示すような回路をつくった。このとき，電源装置の電圧を

変えて，それぞれの電圧におけるＰ点を流れる電流の強さとＱ点を流れる電流の強さをはかったところ，

下の＜結果＞のようになった。これをもとに，それぞれの電圧における電熱線Ｃの両端にかかる電圧と電

熱線Ｃを流れる電流の強さとの関係を解答用紙の図に・を用いて表し，グラフをかけ。また，かいたグラ

フをもとに，電熱線Ｃの抵抗の大きさ〔Ω〕を求めよ。 

 

 

＜結果＞ 

    

Ｐ点を流れる電流

の強さ〔mA〕 
125 250 375 500 

Ｑ点を流れる電流

の強さ〔mA〕 
75 150 225 300 
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問１  

問２  

問３ 

 

抵抗の大きさ   Ω 

 

問１ ウ 

問２ イ 

問３ 

 

抵抗の大きさ 30 Ω 

 

問１ 図２より，電流計で 500mAまではかっているので，－端子は 500mAにする。 

問２ 「抵抗＝電圧÷電流」より，電流の強さが２倍(電熱線Ｂ)になると，抵抗の大きさは２分の１になる。電圧

が同じとき，電熱線Ｂのほうが流れる電流が強いので，電熱線Ｂのとき明るく点灯する。 

問３ グラフ…電熱線Ａを流れる電流が 300mAのとき(図２より，電圧は６Ｖ)，電熱線Ｃを流れる電流は 500－300

＝200[mA]で，電圧は６Ｖ。抵抗…200mA＝0.2Ａなので，抵抗は６[Ｖ]÷0.2[Ａ]＝30[Ω]。 
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【過去問 12】 

次の問いに答えなさい。 

（神奈川県 2007 年度） 

問２ 
ぼう

棒
じ

磁
しゃく

石のまわりの
じ

磁
かい

界の向きを調べるために，水平な台の上に棒磁石を置き，棒磁石のＮ極近くのＡの

位置に磁針(方位磁針)を置いたところ，磁針のＮ極のさす向きは図１のような向きになった。 

 磁針を図１のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの順に，ＡからＥまでゆっくり動かしたときの，磁針のＮ極が回転す

るようすを説明したものとして最も適するものを，あとの１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさ

い。ただし，図１は水平な台の上の棒磁石と磁針を真上から見たものであり，図２のア，イは磁針のＮ極

が回転する向きを，図３のウ，エは磁針のＮ極がさす向きを表している。また，地球の磁界の影響は考え

ないものとする。 

 

 図１ 図２ 図３ 

１ 磁針のＮ極は，図２のアの向きに少しずつ 360°回転し，Ｅの位置では図３のウになる。 

２ 磁針のＮ極は，図２のアの向きに少しずつ 180°回転し，Ｅの位置では図３のエになる。 

３ 磁針のＮ極は，図２のイの向きに少しずつ 360°回転し，Ｅの位置では図３のウになる。 

４ 磁針のＮ極は，図２のイの向きに少しずつ 180°回転し，Ｅの位置では図３のエになる。 

問３ 電気には
プラス

＋の電気と
マイナス

－ の電気の２種類がある。次の は，糸がついた４本のストローを用い

て，それぞれのストローがおびている電気について調べるために行った実験とその結果である。 

〔実験〕 電気をおびたＡ～Ｄの４本のストローの中からＡ

とＢ，ＢとＣ，ＣとＤを選び，糸を手で持って接触

しないように近づけた。 

〔結果〕 ＡとＢ，ＢとＣは図１のように引き合った。 

  ＣとＤは図２のように反発し合った。 
 

 図１ 図２  

  この結果から，Ａのストローがおびている電気と，同じ種類の電気をおびているストローはどれである

と考えられるか。次の１～４の中から最も適するものを一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ ＢとＣ ２ ＢとＤ ３ ＣとＤ ４ ＢとＣとＤ 
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問２  

問３  

 

問２ ４ 

問３ ３ 

 

問２ 磁針のＮ極は磁界の向き(磁力線の向き)を指し，磁界は磁石のＮ極から出てＳ極に向かう。 

問３ 引き合うときは異なる種類の電気，反発するときは同じ種類の電気をおびている。 
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【過去問 13】 

回路を流れる電流を調べるために，次の実験１～３を行った。この実験に関して，下の問１～問４の問いに

答えなさい。 

（新潟県 2007 年度） 

実験１ 図１のように，同じ電球と乾電池を使って，四つの回路をつくったところ，電球はすべて点灯し

た。 

実験２ 図２のように，乾電池，電熱線ａ，電流計，電熱線ｂ，スイッチをつないで回路をつくり，回路を

流れる電流を調べた。ただし，乾電池の電圧は 1.5Ｖ，電熱線ａの電気抵抗は 20Ωとする。 

実験３ 図３のように，コイルに検流計をつないだ回路をつくり，棒磁石のＮ極をコイルに近づけると，

検流計の針が右に振れた。 

図１  

図２  図３  

問１ 実験１について，図１のア～エの電球のうち，最も明るく点灯した電球はどれか。その符号を書きなさ

い。 

問２ 実験２について，図２の回路図を，図４の電気用

図記号を用いて解答用紙にかきなさい。 

図４  

問３ 実験２について，スイッチを入れたところ，電流計は 25mAを示した。このことについて，次の①，②の

問いに答えなさい。 

① 電熱線ａの両端の電圧は何Ｖか，求めなさい。 

② 電熱線ｂの電気抵抗は何Ωか，求めなさい。 
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問４ 実験３の回路を用いて，図５のように，コイルの

上で棒磁石のＮ極を下にしたまま，棒磁石を矢印の向

きに移動させると，検流計の針が振れた。このときの

検流計の針の振れ方はどのようになるか。最も適当な

ものを，次のア～エから一つ選び，その符号を書きな

さい。 

ア 右に振れた。 

イ 左に振れた。 

ウ はじめは右に振れ，途中から左に振れた。 

エ はじめは左に振れ，途中から右に振れた。 

図５  

 

問１  

問２ 

 

問３ ①   Ｖ ②   Ω 

問４  

 

問１ イ 

問２ 

例 

 

問３ ① 0.5 Ｖ ② 40 Ω 

問４ ウ 

 

問１ イは，加わっている電圧がいちばん大きく，流れる電流もいちばん大きい。 

問３ ① 「電圧＝抵抗×電流」より， 25mA＝0.025Aなので，電圧は，20[Ω]×0.025[Ａ]＝0.5[Ｖ]。 

② 電熱線Ｂに加わる電圧は，1.5－0.5＝1.0[Ｖ]。抵抗は，1.0[Ｖ]÷0.025[Ａ]＝40[Ω]。 

問４ Ｎ極をコイルに近づけると検流計の針は右に振れ，Ｎ極を遠ざけると左に振れる。 
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【過去問 14】 

花子さんは，家にあった懐中電灯の回路について調べてみた。図１は，その懐中電灯の内部の模式図である。

模式図の  の部分は電気を通さないものでできていたことを示している。なお，図１，図２のスイッチを，矢

印の方向に動かすとａ点とｂ点が接触し，スイッチがオンとなる。 

 次の問１～問３の問いに答えなさい。 

（山梨県 2007 年度） 

問１ 図１の懐中電灯の回路図をかきたい。解答用紙にか

いてある電池の電気用図記号に，電球とスイッチの

電気用図記号をかき入れ，回路図を完成させなさい。  

問２ 花子さんは，電球が点灯しているとき①電球にかかる

(加わる)電圧と，②電球に流れる電流の関係を調べるため

に，回路を作った。図２は，その回路で導線を電流計の
マイナス

－ 端子につなごうとしているときのものである。 

  次の⑴～⑶の問いに答えなさい。 

⑴ 電流計の－端子は，「50mA 500mA ５Ａ」の３つの

端子であった。まず，どの端子に導線をつないだらよ

いか。一つ選び，○で囲みなさい。また，選んだ理由

を書きなさい。 
 

⑵ 図２で，電流計の－端子に導線をつないでから，懐中電灯

のスイッチをオン，またはオフにして測定を行いたい。 

  それぞれの場合に，電圧計や電流計で，下線部①や②の

測定ができる場合を○，できない場合を×であらわすとき，予

想される結果として最も適当な組合せはどれか。 

  表のア～オの中から一つ選び，その記号を書きなさい。 

 
オンにした場合 オフにした場合 

電圧計 電流計 電圧計 電流計 

ア × × ○ × 

イ ○ ○ ○ × 

ウ × ○ × ○ 

エ ○ × ○ ○ 

オ ○ × × ○ 

 

⑶ 花子さんが，電圧と電流の関係式と，測定した値から，この

場合の電球の電気抵抗の値(大きさ)を求めると，3.5Ωであ

った。花子さんが測定した電圧計が 2.8Ｖを示していたとき，

電流計は何Ａを示していたと考えられるか。 

  右の例にならい，そのとき電流計の針が示していた位置

が、わかるように，針を図にかき入れなさい。 
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問３ 電球の明るさに興味をもった花子さんは，この懐中電灯の電球(電球Ａとする)以外に，ほかの懐中電灯

の電球(電球Ｂとする)を用意し，同じ電源，同じ電圧で点灯させ明るさを比較した。その結果，電球Ｂ

は，電球Ａより暗かった。 

 このとき，電球Ｂで消費される電力について，電球Ａで消費される電力と比べ，言えることは何か，簡単に

書きなさい。また，電力の単位を記号で書きなさい。 

 

問１ 

 

問２ 

⑴ 

50mA   500mA   ５Ａ 

理由 

 

⑵  

⑶ 

 

問３ 
言えること 単位 
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問１ 

例 

 

問２ 

⑴ 

50mA   500mA   ○５Ａ  

理由 

例 

電流の大きさが予想できないので，一番大きい端子につなぐ。 

⑵ エ 

⑶ 

例 

  

問３ 
言えること 単位 

例  (消費)電力が小さい Ｗ 

 

問１ 電球とスイッチは直列につながれている。 

問２ ⑴ 端子で選んだ電流の値より大きな電流が電流計に流れると，電流計がこわれることがある。 

⑵ スイッチをオンにするとａ点とｂ点がつながり，電流計は電球に流れる電流を測定できない。 

⑶ 電流は，2.8[Ｖ]÷3.5[Ω]＝0.8[Ａ]。電流計の－端子は５Ａである。 

問３ 消費される電力(単位はワットと読む)が大きいほど，電球は明るくなる。 
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【過去問 15】 

問いに答えなさい。 

（長野県 2007 年度） 

問１ 抵抗の大きさの異なる２種類の豆電球Ａと豆電球Ｂを並列に接続すると，豆電球Ａの方が明るく点灯し

た。しかし，同じ豆電球を直列に接続すると豆電球Ｂの方が明るく点灯した。これらの豆電球の明るさを

比べてみるとちがいが見られ，明るさには順番があることがわかった。そこで，この豆電球の明るさが電

力に関係するかどうか調べた。ただし，電源の電圧を 3.0Ｖとし，それぞれの拭抗の大きさは一定である

ものとする。 

⑴ 図１の回路で，各点を流れる電流の強

さとＥＦ間およびＧＨ間の電圧の大きさを

測定した。 

① 図２に示した実験器具をあと４本の

導線でつなぎ，Ｆ点における電流の強

さを測定する回路を完成させなさい。 

 

 ただし，Ｅ点，Ｇ点は図１に示した各点とし，導線は実線であらわし，実験器具の ● 印を結ぶもの

とする。 

② 表１の測定結果から，豆電球Ａの抵抗は何Ω

か求めなさい。 

 

⑵ 図３の回路をつくり，スイッチを入れたときのＩ点を流れる電流の強さ

とＪＫ間の電圧の大きさを計算で求めなさい。 

 

⑶ 次の文は，図１の豆電球Ａと豆電球Ｂおよび図３の豆電球Ａと豆電球Ｂについて，消費される電力と明

るさとの関係をまとめたものである。①～④に当てはまる豆電球を，下のア～エからそれぞれ１つずつ選

び，記号を書きなさい。 

それぞれの豆電球の両端にかかる電

圧と流れる電流の値が大きいものから

順にならべると，表２のようになる。

また，電圧や電流の値が大きくなる

と，電力も大きくなるので，消費され

る電力が大きいものから順にならべる

と表３のようになる。この順番は豆電

球の明るさの順番と一致することがわ

かった。 

表２      

順番 １番 ２番 ３番 ４番  

両端にかかる電圧の大きさ ①と②が等しい ③ ④  

流れる電流の強さ ① ② ③と④が等しい  

表３      

順番 １番 ２番 ３番 ４番  

消費される電力の大きさ ① ② ③ ④  

  

ア 図１の豆電球Ａ イ 図１の豆電球Ｂ ウ 図３の豆電球Ａ エ 図３の豆電球Ｂ 
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問１ 

⑴ 
① 

 

②   Ω 

⑵ 
Ｉ点   Ａ 

ＪＫ間   Ｖ 

⑶ 
①  ②  

③  ④  

 

問１ 

⑴ 
① 

 

② ５ Ω 

⑵ 
Ｉ点 0.12 Ａ 

ＪＫ間 2.4 Ｖ 

⑶ 
① ア ② イ 

③ エ ④ ウ 

 

問１ ⑴ ② 豆電球Ａは3.0Ｖの電圧で0.60Ａの電流が流れる。抵抗は，3.0[Ｖ]÷0.60[Ａ]＝５[Ω]。 

⑵ 豆電球Ｂの抵抗は，3.0[Ｖ]÷0.15[Ａ]＝20[Ω]。直列回路全体の抵抗は，5＋20＝25[Ω]。I 点を流れる電流

は，3.0[Ｖ]÷25[Ω]＝0.12[Ａ]。ＪＫ間の電圧は，20[Ω]×0.12[Ａ]＝2.4[Ｖ]。 

⑶ 図１では，豆電球ＡとＢに 3.0Ｖの電圧がかかり，Ａには 0.60Ａ，Ｂには 0.15Ａの電流が流れる。図３では，

豆電球ＡとＢに 0.12Ａの電流が流れ，Ａには 0.6Ｖ，Ｂには 2.4Ｖの電圧がかかる。 
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【過去問 16】 

花子さんは中学校３年間の理科の授業をとおして学んだことを生かして，「地球の自然環境と私たちの生活」

というテーマで発表した。花子さんの発表を参考にして，問いに答えなさい。 

（岐阜県 2007 年度） 

私たちの地球は約 46 億年前に①太陽系の惑星として誕生しました。そして，生物は約 38 億年前に誕生

したと考えられています。その後，生物は長い年月をかけて地球の自然環境を変化させてきました。その１

つの例として，私たちが生きていくのに必要な②大気中の酸素も，いろいろな植物によって長い年月をかけ

てつくられてきたことがあげられます。 

私たち人間は，長い年月をかけてつくられてきた地球の恵みを受けて生活して

います。その中で石油，石炭，天然ガスなどの化石燃料は，昔生きていた生物にふ

くまれていた有機物が地層の中で長い間に変化してできたもので，③火力発電，

自動車，家庭の燃料などとして，さまざまなところで使われています。 

しかし，大量の化石燃料の燃焼により，④二酸化炭素が大量に発生し，地球の温

暖化がすすむ危険性が指摘されています。 

私たち人間は資源を大切にし，地球の自然環境を守っていかなくてはなりませ

ん。まずは，私たちにできる身近なところから省資源や省エネルギーを始めるこ

とが大切です。 
 

問３ 下線③で使われている発電機は，電磁誘導を利用して電流を得るものである。図１のようにコイルに棒

磁石を出し入れすると，電磁誘導により電流が得られる。図１のコイルと棒磁石を用いて，より強い電流

を得るにはどうすればよいか，簡潔に説明しなさい。 

 

 

問３  

 

問３ 棒磁石（または「コイル」も可。）をはやく動かす。 

 

問３ 棒磁石をはやく動かすと，コイルの中の磁界の変化が大きくなり，コイルに強い電流が流れる。 



7 電流とその利用(中２) 電流・磁界・放射線ほか 2007 年度 

30 

【過去問 17】 

電流とそのはたらきに関する問１，問２の問いに答えなさい。 

（静岡県 2007 年度） 

問１ 図 16のような回路をつくり，電熱線Ｘにかかる電圧を変えて，電熱

線Ｘに流れる電流の大きさを測定した。次に，電熱線Ｘを電熱線Ｙに変

えて，同様の実験を行った。図 17は，この実験をもとにして，それぞれ

の電熱線にかかる電圧と電熱線に流れる電流との関係を表したものであ

る。 

① 図 17から，電熱線Ｙと比較したときの電熱線Ｘについては，どのよ

うなことが分かるか。その説明として適切なものを，次のア～ウの中か

ら１つ選び，記号で答えなさい。 
 

ア 電流が流れやすい。 イ 抵抗が大きい。 ウ 消費する電力が小さい。 

② 図 16 の電熱線Ｘに，電熱線Ｙを直列につなぎ， 

電熱線Ｘと電熱線Ｙに電圧をかけて，電熱線Ｘに流

れる電流を測定したところ，電流計は 1.0Ａを示し

た。 

ア このとき，電熱線Ｙにかかっている電圧は何Ｖ

か。図17をもとにして答えなさい。 

イ このときの，電源装置から流れ出る電流と，電

熱線Ｙにかかっている電圧を調べるための回路

図は，どのように表せばよいか。図 18 の電気用

図記号をすべて用いて，図 19 にかきなさい。た

だし，電熱線Ｘと電熱線Ｙとを区別できるように

し，電気用図記号を結ぶ線は実線で補うこと。 

 

 

ウ 直列につないだ電熱線Ｘと電熱線Ｙを，電熱線Ｘと電熱線Ｙが並列になるようにつなぎ変えた。

電熱線Ｘと電熱線Ｙに電圧をかけて，電源装置から流れ出る電流を測定したところ，電流計は 2.4Ａを

示した。電熱線Ｘと電熱線Ｙを並列につないだとき，全体の抵抗は何Ωか。図17をもとにして，小

数第２位を四捨五入して答えなさい。 

問２ 家庭で使用しているオーブントースター，電気ストーブ，アイロンなどの電気器具の電力表示を調べて

みた。図 20は，オーブントースターの電力が表示してあるラベルの一部を表したものである。 

① Ｗ(ワット)は電力の単位を表す記号である。１Ａ(ア

ンペア)，１Ｖ(ボルト)，１Ｊ(ジュール)，１秒のいず

れかを用いた場合，１Ｗを表すものはどれか。次のア

～エの中から，１Ｗを表すものを，２つ選び，記号で

答えなさい。 
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ア １Ｊ÷１秒 イ １Ａ×１秒 

ウ １Ｊ÷１Ｖ エ １Ａ×１Ｖ 

② 図 21のように，１つのコンセントで多くの電気器具

を同時に使用すると，コードａの過熱による火災の恐

れがあり危険である。１つのコンセントで多くの電気

器具を同時に使用すると，コードａが過熱するのはな

ぜか。その理由を，図 21のコードａ～ｄに流れる電流

に着目して，簡単に書きなさい。 
 

 

問１ 

①  

② 

ア   Ｖ 

イ 

 

ウ   Ω 

問２ 

①  

②  

 

問１ 

① ア 

② 

ア 10 Ｖ 

イ 

 

ウ 3.3 Ω 

問２ 

① ア，エ 

② 
コードｂ～ｄに流れる電流を加え合わせた電流が，コードａに流れ

る電流となるから。 

 

問１ ① 図 17より，同じ電圧をかけたとき，電熱線Ｘは電熱線Ｙより流れる電流が大きい。 

② ア 電熱線Ｙにも 1.0Ａの電流が流れる。図 17より，電熱線Ｙは電流 0.5Ａで電圧５Ｖである。 

イ 電圧計は電熱線Ｙに並列につなぐ。このとき，導線との交わりを示す ● を忘れないこと。 

ウ 図 17 より，電熱線ＸとＹに４Ｖの電圧をかけたとき，流れる電流の和は 0.8＋0.4＝1.2[Ａ]である。電流計が
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2.4Ａを示すときは８Ｖの電圧をかけている。抵抗は 8[Ｖ]÷2.4[Ａ]＝3.33…＝約 3.3[Ω]。 

問２ ① 電力１Ｗは「電流１Ａ×電圧１Ｖ」，また，熱量１Ｊは「電力１Ｗ×時間１秒」となる。 

② コードｂ，ｃ，ｄはコードａに対して並列につながっている。 
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【過去問 18】 

次の実験について，あとの各問いに答えなさい。 

（三重県 2007 年度） 

〈実験〉 電球ａ，ｂを図１のようにつないで
かい

回
ろ

路をつくり，回路に流れる電

流の強さや電球に加わる電圧の大きさを調べるために，次の①～④の実

験を行った。 

① 回路に電流を流し，電球ａ，ｂおよびｃ点を流れる電流の強さを電

流計を用いてそれぞれ
そく

測
てい

定した。 

② 回路に電流を流し，電球ａ，ｂに加わる電圧を電圧計を用いて測定

した。 

 

③ 電源装置の電圧の大きさを変えて，ふたたび電球ａ，ｂに加わる電圧の大きさやｃ点を流れる電流

の強さを測定した。 

④ 電球ａ，ｂの明るさを比べると，電球ａの方が明るかった。 

問１ 実験①で，この回路の電流の強さが予想できなかったとき，導線を図２の電流計の
マイナス

－
たん

端
し

子にどのよう

につなげばよいか，最も適当なものを下のア～エから一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 弱い電流でも測定できるように，50mAの端子につなぐ。 

イ 弱い電流か強い電流かわからないので，500mAの端子につなぐ。 

ウ 強い電流が流れてもよいように，５Ａの端子につなぐ。 

エ どの－端子につないでもよい。 

 

問２ 実験①で，電球ａ，ｂを流れる電流の強さをそれぞれＩａ，Ｉｂとし，ｃ点を流れる電流の強さをＩｃとする

と，Ｉａ，Ｉｂ，Ｉｃの電流の強さにはどのような関係があるか，その関係を
とう

等
ごう

号を用いた式で表しなさい。 

問３ 図３は，実験②で電球ａに加わる電圧の大きさを測定したときの電圧計

を示したものである。このとき，電球ａに加わる電圧の大きさは何Ｖか，書

きなさい。ただし，電圧計の－端子は 15Ｖに接続していたものとする。 

問４ 実験③で，電源装置の電圧の大きさを変えて測定したところ，電球ｂに

加わる電圧は５Ｖであった。また，ｃ点を流れる電流の強さは 200mAであっ

た。このときの回路全体の電気
てい

抵
こう

抗の大きさは何Ωか，求めなさい。  
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問５ 図１で，電球ｂの電気抵抗の大きさは，回路全体の電気抵抗と比べるとどうなっているか，最も適当な

ものを下のア～エから一つ選び，その記号を書きなさい。ただし，電球ａ，ｂはともに点灯していたもの

とする。 

ア 電球ａの電気抵抗の大きさに関係なく，回路全体の電気抵抗の大きさよりも大きくなる。 

イ 電球ａの電気抵抗の大きさに関係なく，回路全体の電気抵抗の大きさよりも小さくなる。 

ウ 電球ａの電気抵抗が電球ｂより小さいときだけ，回路全体の電気抵抗の大きさより小さくなる。 

エ 電球ａの電気抵抗が電球ｂより大きいときだけ，回路全体の電気抵抗の大きさより，大きくなる。 

問６ 次の文は，実験④で電球ａの方が明るかったとき，電球ａと電球ｂそれぞれに加わる電圧の大きさと流

れる電流の強さを比べると，どのようになっているかを説明したものである。文中の（ あ ），

（ い ）に入る最も適当なことばは何か，それぞれ書きなさい。 

・電球ａに加わる電圧の大きさは，電球ｂに加わる電圧と比べると（  あ  ）。 

・電球ａを流れる電流の強さは，電球ｂを流れる電流と比べると（  い  ）。 

 

問１  

問２  

問３   Ｖ 

問４   Ω 

問５  

問６ 
あ  

い  

 

問１ ウ 

問２ Ｉｃ ＝ Ｉａ ＋ Ｉｂ 

問３ 3.5 Ｖ 

問４ 25 Ω 

問５ ア 

問６ 
あ 同じである 

い 強くなっている 

 

問１ －端
たん

子
し

の値以上の電流が流れると電流計がこわれるので，最も大きい値の－端子につなぐ。 

問２ 並列回
かい

路
ろ

では，各部分を流れる電流の強さの和が全体の電流の強さに等しい。 

問３ －端子は 15Ｖなので，目もりの上の数値を読む。 

問４ 回路全体の電圧は５Ｖで，電流は200mA＝0.2Ａなので，全体の電気抵
てい

抗
こう

の大きさは，5[Ｖ]÷0.2[Ａ]＝25[Ω]。 

問５ 並列回路では，回路全体の抵抗の値は各部分の抵抗の値より小さくなる 

問６ 並列回路では各部分の電圧は等しい。電球が明るいときは電力も大きく，流れる電流も強い。 
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【過去問 19】 

紙コップにコイルと磁石をつけた装置で音の実験を行い，音の波形と音の大きさや高さとの関係を調べた。

後の問１～問５の問いに答えなさい。 

（滋賀県 2007 年度） 

【実験１】図１のように，紙コップの底にコイルをつけ，その外側に磁石

のついた別の紙コップを重ねた。このコイルの端にイヤホン端子

をつけ，これをラジカセの出力端子につなぐと，紙コップから音が

聞こえた。 

【実験２】図２のように，実験１で使った紙コップのコイルの端をオシロ

スコープにつなぎかえ，紙コップの前に置いた音楽用のキーボー

ドで，ド，ミ，ソの音を鳴らした。すると，図３のようにオシロス

コープの画面にそれぞれの音の波形があらわれた。 

 

  

【実験３】実験２で使った紙コップの前で，図４のように，試験管に口を

つけて一定の強さで吹いた。すると，笛のような音がして，図５の

ように，オシロスコープの画面に音の波形があらわれた。 

 

問１ 実験１と実験２の紙コップのうち，スピーカーとしてはたらいた

のはどれか。次のア～ウから１つ選びなさい。 

ア 実験１の紙コップ イ 実験２の紙コップ 

ウ 実験１と実験２の両方の紙コップ 
 

問２ 実験２で，紙コップの前でキーボードを鳴らすと磁石の近くにあるコイルが振動し，コイルに電流が流れ，オ

シロスコープに音の波形があらわれた。コイルに流れたこの電流を何というか。書きなさい。 

問３ 実験２で，キーボードから紙コップに音を伝えたのは空気であるが，空気が音を伝えることを確かめる

には，どのような実験を行えばよいか。書きなさい。 
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問４ 実験２の結果から，オシロスコープにあらわれた波の振幅をド，ミ，ソの順に比で表すといくらになる

か。次のア～エから１つ選びなさい。 

ア １：２：３ イ ２：３：４ ウ ３：４：５ エ ４：５：６ 

問５ 実験３で，試験管から出た音の高さは，実験２のド，ミ，ソの音の高さと比べると，どの範囲にあると

考えられるか。次のア～エから１つ選びなさい。 

ア ドより低い イ ドより高く，ミより低い 

ウ ミより高く，ソより低い エ ソより高い 

 

問１  

問２  

  

問３  

  

問４  

問５  

 

問１ ア 

問２ 誘導電流 

問３ 
音が出ているブザーを容器に入れて密閉し，容器の中の空気を抜いて，音が聞こ

えなくなるかを調べる。 

問４ ア 

問５ エ 

 

問１ 実験１では，紙コップから音が聞こえたとあるので，スピーカーとしてはたらいている。実験２では，キー

ボードの音をマイクロフォンとして受けとっている。 

問２ 磁石の近くにあるコイルが振動すると，コイルの中の磁界が変化するのでコイルに誘導電流が流れる。この

現象を電磁誘導という。 

問３ 空気があるときには音が聞こえ，空気がないときには音が聞こえなければよい。そのため，音が出ているブ

ザーを容器に入れ，容器の中の空気を抜いていくという実験を計画する。 

問４ 図３の画面の縦軸が振幅を表している。(ド)の振幅は 0.5目盛り，(ミ)の振幅は１目盛り，(ソ)の振幅は 1.5

目盛りで，その比は１：２：３となる。 

問５ 音の高さは振動数で決まる。画面の横軸は同じ時間を表しているので，振動数は画面の中にある波の数で比

べる。波の数は，(ド)で４個，(ミ)で５個，(ソ)で６個，図５で７個である。 
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【過去問 20】 

Ｋさんは，磁石や電流のはたらき，モーターが回転するしくみについて興味をもち，次の実験１～３を行っ

た。あとの問いに答えなさい。 

（大阪府 2007 年度 後期） 

【実験１】 棒磁石のまわりにできる磁界のようすを調べるため，図Ⅰ

のように，水平面上に棒磁石を置き，図Ⅱに示した磁針を棒磁石

のまわりのⓅ，Ⓠの位置に１個ずつ置いてⓐ磁針のようすを調べ

た。  

 

問１ 次のア～エのうち，下線部ⓐの磁針のようすを示す図として最も適していると考えられるものはどれ

か。一つ選び，記号を書きなさい。ただし，地球のもつ磁気の影響は考えないものとする。 

 

【実験２】 図Ⅲに示した回路図にしたがって回路をつくり，抵抗器に加わる電圧

と抵抗器を流れる電流を測定した。ただし，図Ⅲ中のⒶは電流計を，Ⓥは電圧

計をそれぞれ示している。 

問２ 図Ⅲに示した回路図にしたがって，解答欄の図中に必要な導線をかき加え

て回路を完成しなさい。ただし，かき加える導線は，解答欄の図中の器具

の・印につなぐものとする。 

 

問３ 実験２において，電圧計に示された電圧の大きさは 3.0Ｖであり，電流計に示された電流の大きさは 0.2

Ａであった。実験２で用いた抵抗器の電気抵抗の大きさは何Ωであると考えられるか。ただし，抵抗器以

外の電気抵抗は考えないものとする。 

図Ⅳは，モーターのしくみを示した模式図である。Ｋさんは，図Ⅳを用いて，磁界の向き，コイルに流れる

電流の向き，コイルが回転する向きの関係について考えた。 

問４ 次の文中の〔   〕の 

ア，イから適切なものを一つ

選び，記号を書きなさい。ま

た，   にはＵ字形磁石の

極を示すＮ，Ｓのいずれかの

文字が入る。   に入れる

のに適している文字を書き

なさい。 

 

図Ⅳの⒜の状態においてコイルにＡ→Ｂ→Ｃ→Ｄの向きに電流を流すと，コイルは図Ⅳの⒜中の あ
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で示した向きに回転し始める。図Ⅳの⒜の状態からコイルが
1

 2 
回転して図Ⅳの⒝の状態になったとき，コイ

ルがそれまでの向きと同じ向きに回転し続けるためには，コイルに流す電流の向きは①〔ア Ａ→Ｂ→Ｃ→

Ｄ  イ Ｄ→Ｃ→Ｂ→Ａ〕でなければならない。 

図Ⅳの⒞の状態においてコイルにＡ→Ｂ→Ｃ→Ｄの向きに電流を流したとき，コイルが図Ⅳの⒞中の

い で示した向きに回転し始めるためには，図Ⅳの⒞中の でさし示した部分は ② 極でなければ

ならない。 

【実験３】 Ｋさんは，図Ⅳの模式図をもとにモーターを作り，そ

のモーターが回転することを確認した後，図Ⅴのように，モ

ーターと検流計とをつなぎ，コイルをはじいて回転させた。

このとき，コイルの回転が止まるまでの間，検流計の針が振

れるようすが観察され，コイルに電流が流れたことが分かっ

た。  

問５ 実験３においては，磁界の中をコイルが動くことによってコイルに電圧が生じて電流が流れた。 

① コイルの中の磁界が変化することによりコイルの両端に電圧が生じてコイルに電流が流れる現象は何と

呼ばれているか。 

② 次の文中の   に入れるのに適している語を書きなさい。 

実験３において，コイルに流れる電流の大きさをより大きくするための一つの方法としては，図Ｖ中のコ

イルをより   の多いコイルに取りかえてこの実験を行うことが考えられる。 

 

問１  

問２ 

 

問３   Ω 

問４ ①  ②  

問５ 
①  

②  
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問１ エ 

問２ 

 

問３ 15  Ω 

問４ ① イ ② Ｎ 

問５ 
① 電磁誘導 

② 例 巻き数 

 

問１ 磁針のＮ極(黒色のほう)は，磁界の向きを指す。棒磁石の磁界は，Ｎ極から出てＳ極に入る。あるいは，異な

る極どうしは引きつけあい，同じ極どうしはしりぞけあうことから考えてもよい。 

問２ 電流計と電圧計の＋端子は電源装置の＋極のほうに，－端子は－極のほうにつなぐ。電圧計は抵抗器に並列，

電流計は直列につなぐ。 

問３ 「抵抗＝電圧÷電流」より，抵抗の大きさは，3.0[Ｖ]÷0.2[Ａ]＝15[Ω]。 

問４ 図Ⅳの⒜で，電流がＡ→Ｂの向きに流れると，コイルは あ の向きに回転する。⒝でも あ の向きに回転させ

るためには，電流はＤ→Ｃの向きに流す。⒞では，電流はＣ→Ｄの向きに流れ，⒜のときと逆になる。このとき，

回転の向きも⒜と逆になっているので，磁界の向きは⒜と同じでよい。 

問５ 電磁誘導で，誘導電流の大きさを大きくするためには，磁石を速く動かすか，巻き数の多いコイルに変えると

よい。 
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【過去問 21】 

図のように，100ｇの水を入れた熱を伝えにくい容器Ａ，Ｂと，抵抗の大きさが異なる２種類の電熱線ａ，ｂ

を準備し，容器Ａには電熱線ａ，容器Ｂには電熱線ｂを入れ，これらの電熱線と電流計，電圧計をつないで回路

をつくった。次に，電熱線に電流を流して，２つの容器の水の温度を１分ごとに調べた。この間，電圧計は６Ｖ

を，電流計は 2.5Ａを示していた。表は，その結果をまとめたものである。各問いに答えよ。 

（奈良県 2007 年度） 

問１ 図の回路で，電圧計の＋端子はどれ

か。図中のア～エから１つ選び，その記

号を書け。 

問２ 電熱線ａ，ｂが図のようにつながれて

いるときの，全体の抵抗の大きさは何Ω

か。その値を書け。 

 

問３ 容器Ａ，Ｂについて，電流を流し始めたとき

からの水の上昇温度を求め，電流を流した時間と

水の上昇温度との関係をそれぞれグラフに表せ。

また，この実験を続けていくと，電流を流し始め

てから８分後には，容器Ａの水の温度は何℃にな

ると考えられるか。 

       

電流を流し

た時間〔分〕 
０ １ ２ ３ ４ ５ 

容器Ａの水

の温度〔℃〕 
14.4 15.2 16.0 16.8 17.6 18.4 

容器Ｂの水

の温度〔℃〕 
14.4 15.6 16.8 18.0 19.2 20.4 

       

問４ 電熱線ａ，ｂのうち，流れた電流はどちらが強かったと考えられるか。その電熱線の記号を書け。ま

た，その理由を「電圧」，「上昇温度」という語を用いて説明せよ。 

 

問１  

問２   Ω 

問３ 

 

温度   ℃ 

問４ 電熱線  
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理由  

 

問１ イ 

問２ 2.4 Ω 

問３ 

 

温度 20.8 ℃ 

問４ 

電熱線 ｂ 

理由 

例  

電熱線ａ，ｂに加わる電圧は同じであるが，水の上昇温

度は容器Ｂのほうが大きいから。 

 

問１ 電圧計は，電熱線に対して並列につなぐので，アとイの端子をもつのが電圧計である。＋端子は電源装置の＋

極側につなぐ。 

問２ 電熱線ａとｂは並列につながれているので，電圧計の示す 6.0Ｖが回路全体の電圧となる。回路を流れる電流

は 2.5Ａで，回路全体の抵抗は，6.0[Ｖ]÷2.5[Ａ]＝2.4[Ω]。 

問３ 水の上昇温度は電流を流した時間に比例する。容器Ａでは，5 分後に水の温度は 4℃上昇している。８分後の

上昇温度は，４[℃]×８[分]÷５[分]＝6.4[℃]。14.4＋6.4＝20.8[℃]。 

問４ 電熱線ａとｂには同じ電圧がかかっている。水の上昇温度は電熱線の電力(＝電流×電圧)に比例し，上昇温度

は電熱線ｂのほうが大きいので，流れる電流も電熱線ｂのほうが強い。 
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【過去問 22】 

図１，図２は，豆電球の明るさを比較する回路を示している。豆電球は

同じ種類で同じ性能であり，電源は同じ 1.5Ｖの乾電池１個を使用した。次

の各問いに答えなさい。 

ただし，図２のａ～ｄは端子であり，自由につなぐことができるものとす

る。 

（鳥取県 2007 年度）  

問１ 図２でｃとｄをつないだとき，２つの豆電球は図１の豆電

球の明るさに比べていずれも暗くなった。このとき，豆電球Ⅰ

を流れた電流は 0.2Ａであった。豆電球Ⅰの抵抗はいくらか，

小数第２位を四捨五入して小数第１位まで答えなさい。 

 

問２ 図２の豆電球Ⅰ，Ⅱを，図１の豆電球と同じ明るさで光るようにしたい。このとき，図２はどのように

つないだらよいか，解答用紙の回路図に記入しなさい。 

 ただし，加える線は２本とし，ａ～ｄの各端子間をつなぐものとする。 

問３ 図１の豆電球を図３のように抵抗３Ωのニクロム線に付けかえ，４分間

電流を流し続けた。このニクロム線の発生するエネルギーがすべて熱エネ

ルギーになったとすると，発生する熱量は何Ｊか，答えなさい。 

 

 

問１   Ω 

問２ 

 

問３   Ｊ 
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問１ 3.8 Ω 

問２ 

 

問３ 180 Ｊ 

 

問１ 回路全体の抵抗は 1.5[Ｖ]÷0.2[Ａ]＝7.5[Ω]。豆電球１個の抵抗は 7.5[Ω]÷2＝3.75＝ 

約 3.8[Ω]。 

問２ ２個の豆電球を並列につなぐと，それぞれの豆電球に同じ 1.5Ｖの電圧が加わる。 

問３ 回路に流れる電流は 1.5[Ｖ]÷3[Ω]＝0.5[Ａ]。「熱量＝電圧×電流×電流を流した時間」より，熱量は 1.5[Ｖ]

×0.5[Ａ]×4×60[秒]＝180[Ｊ]。 
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【過去問 23】 

コイルをスタンドからつり下げ，電源装置，スイッチ，電流計，５Ωの抵抗器をつないで回路をつくり，電

流がつくる磁界と，電流と磁界の間にはたらく力の関係を調べるために，実験１と実験２を行った。地球の磁界

による影響は考えないものとして，問１～問４に答えなさい。 

（岡山県 2007 年度） 

実験１：図１のように，切り込みを入れた厚紙をコイルに通

して台に固定した。その厚紙の上に磁針を置き，電流

を流して磁針のＮ極がさす向きを調べた。 

実験２：実験１で使った厚紙を取り除き，図２のように，コ

イルの下側をはさむようにＵ字形磁石を置き，電流を

流してコイルの振れを調べた。 

図１  

問１ 実験１で，図１に示した位置に磁針を置き，回

路に電流を流しているとき，厚紙上の磁針を真上か

ら表した模式図として最も適当なのは，⑴～⑷のう

ちではどれですか。ただし，磁針はＮ極を黒く塗っ

て示している。 

図２  

 

問２ 実験１で，図１の回路を流れる電流は 1.2Ａだった。このとき抵抗器に加わる電圧は何Ｖですか。 

問３ 実験２で，回路に電流を流すと，コイルは図３で示した矢印の向

きに少し振れた。Ｕ字形磁石の置き方や電流の向きを⑴～⑷のよう

に変えたとき，コイルの振れが図３で示した向きと逆向きになるの

はどれですか。当てはまるものを，⑴～⑷からすべて選びなさい。 

図３  

 

問４ 実験２で，スタンドからつり下げたコイルとＵ字形磁石には触れずに，コイルの振れを大きくする方法

を一つ書きなさい。 
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問１  

問２   Ｖ 

問３  

問４ 
 

 

 

問１ (4) 

問２ 6.0 Ｖ 

問３ (1)，(3) 

問４ 電源装置の電圧を大きくして，回路に流れる電流を強くする。 

 

問１ 図１より，厚紙の上から下に電流が流れている。このとき，厚紙上では，時計回り(時計の針の回る向き)の磁

界ができる。磁針の N極は磁界の向きをさす。 

問２ 「電圧＝抵抗×電流」より，電圧は，5[Ω]×1.2[Ａ]＝6.0[Ｖ]。 

問３ ⑴は電流が逆向きで，コイルにはたらく力も逆向きになる。⑶は磁界が逆向きで，力も逆向きになる。⑵は電

流も磁界も逆向きで，力の向きは変わらない。⑷は図２と同じ。 

問４ 流れる電流を強くすると，コイルにはたらく力は大きくなる。この問題では，答えの範囲外であるが，コイル

の巻き数を多くしても，磁石の磁界を強くしても，コイルの振れは大きくなる。 
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【過去問 24】 

図１は，モーターのしくみを表した模式図である。端子ａから端

子ｂの向きに大きさが一定の電流を流すと，コイルのＡからＢの向き

に，ＣからＤの向きにそれぞれ電流が流れ，コイルのＡＢとＣＤの部

分にそれぞれ矢印の向きに力がはたらき，コイルは回転を始める。次

の問１，問２に答えなさい。 

（山口県 2007 年度） 

問１ 磁石のまわりにある，磁力のはたらく空間のことを何とい

うか。書きなさい。 

問２ 電流を流し続け，コイルのＡＢとＣＤの部分が図２のよう

な位置になったとき，ＡＢの部分に流れる電流の向きと，ＡＢ

の部分にはたらく力の向きはどうなるか。正しい組み合わせ

を，次の１～４から選び，記号で答えなさい。 

図１ 

 

図２ 

 

 流れる電流の向き はたらく力の向き 

１ ＡからＢ 上 

２ ＡからＢ 下 

３ ＢからＡ 上 

４ ＢからＡ 下 

 

問１  

問２  

 

問１ 磁界 

問２ ３ 

 

問１ 磁力のはたらく空間を磁界という。「界」には，世界のように，範囲という意味がある。 

問２ 図１から図２へ半回転すると，ＡＢの部分を流れる電流の向きは，図１のＣ→Ｄと同じでＢ→Ａの向きに流

れる。その結果，はたらく力の向きは上向きで，変わらず回転を続けることが可能となる。 
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【過去問 25】 

次の問いに答えなさい。 

（徳島県 2007 年度） 

問９ 図４のように，電源装置，電気抵抗が５Ωの抵抗

器と 20Ωの抵抗器，電流計，電圧計を使って，回路

を組み立てた。電圧計の値が４Ｖになるように，電

源装置のつまみを調節したとき，電流計の値は何Ａ

を示すか，求めなさい。 

 

 

問９   Ａ 

 

問９ １ Ａ 

 

問９ 抵抗 20Ωと５Ωは並列につながれており，それぞれの抵抗に４Ｖの電圧がかかる。流れる電流は，それぞ

れ４[Ｖ]÷20[Ω]＝0.2[Ａ]，４[Ｖ]÷５[Ω]＝0.8[Ａ]。回路全体の電流は，0.2＋0.8＝1.0[Ａ]。 
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【過去問 26】 

次の問いに答えなさい。 

（香川県 2007 年度） 

問２ 下の図Ⅰ，Ⅱのような装置を用いて，電球の並列つなぎと直列つなぎに関する実験をした。電球Ｐと

Ｒ，電球ＱとＳはそれぞれ同じ電圧が加えられたとき，同じ強さの電流が流れる電球である。これに関し

て，次のページの⑴～⑸の問いに答えよ。 

図Ⅰ  図Ⅱ  

⑴ 図Ⅰ，Ⅱ中のａ～ｆは，それぞれの点を流れる電流の強さを表している。図Ⅰ，Ⅱの回路でスイッチ①

～③をすべて閉じ，電源装置の電圧を 3.0Ｖとした。図Ⅰ中の電流の強さａ～ｃ，図Ⅱ中の電流の強さｄ

～ｆの関係を表す式として正しいものは，次の㋐～㋕のうちどれか。㋐～㋒から一つ，㋓～㋕から一つ，

それぞれ選んで，その記号を書け。 

㋐ ａ＝ｂ＋ｃ ㋑ ａ＝ｂ＝ｃ ㋒ ａ＜ｂ＋ｃ 

㋓ ｄ＞ｅ＞ｆ ㋔ ｄ＝ｅ＝ｆ ㋕ ｄ＜ｅ＜ｆ 

⑵ 図Ⅰ，Ⅱの回路で，電球Ｑと電球Ｓをソケットからはずし，スイッ

チ①～③をすべて閉じ，電源装置の電圧を 3.OＶとした。このとき，電

球Ｐと電球Ｒは，それぞれ明かりがついているか，消えているか。右

の表のア～エから正しい組み合わせを一つ選んで，その記号を書け。 

 電 球Ｐ 電 球Ｒ 

ア ついている ついている 

イ ついている 消えている 

ウ 消えている ついている 

エ 消えている 消えている 

   

⑶ 電球Ｑと電球Ｓをもとのソケットにもどし，スイッチ①～③をすべて閉じ，電源装置の電圧を 3.0Ｖと

した。電球Ｐは 3.OＶの電圧を加えたとき 1.5Ｗの電力を消費し，電球Ｑは 3.OＶの電圧を加えたとき 3.0

Ｗの電力を消費する。 

このとき，図Ⅰの回路で電球Ｐ，Ｑのうち，明るくついている電球はどちらか。Ｐ，Ｑから一つ選んで，

その記号を書け。また，図Ⅰ，Ⅱの回路で電流計の示す値が大きいのは，どちらか。Ⅰ，Ⅱのうちから一つ

選んで，その数字を書け。 

⑷ 図Ⅰの回路で，スイッチ①は閉じていて，スイッチ②は開いているとき，電流計は 0.50Ａ，電球Ｐの両

端につないだ電圧計は 3.0Ｖを示していた。このときの電球Ｐの抵抗は何Ωか。 

⑸ 図Ⅱの回路で，スイッチ③を閉じ，電源装置の電圧を 4.5Ｖとしたとき，電流計は 0.50Ａ，電球Ｒの両

端につないだ電圧計は 3.0Ｖを示していた。このときの電球Ｓの抵抗は何Ωか。 
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問２ 

⑴  

⑵  

⑶ 電球  図  

⑷   Ω 

⑸   Ω 

 

問２ 

⑴ ㋐ と ㋔ 

⑵ イ 

⑶ 電球 Ｑ 図 Ⅰ 

⑷ 6.0 Ω 

⑸ 3.0 Ω 

 

問２ ⑴ 図Ⅰは並列回路で，ｂ点とｃ点を流れる電流の和がａ点を通る電流になる。 

⑵ 図Ⅰの並列回路では，電球Ｐを通り，一周する回路ができているので，明かりがつく。 

⑶ 電力(Ｗ数)の大きい電球ほど明るい。並列回路の全体の抵抗は，各部分の抵抗より小さくなるが，直列回路の

全体の抵抗は各部分の抵抗の和になる。抵抗の小さい回路に強い電流が流れる。 

⑷  「抵抗＝電圧÷電流」より，抵抗は，3.0[Ｖ]÷0.50[Ａ]＝6.0[Ω]。 

⑸ 電球Ｓにかかる電圧は，4.5－3.0＝1.5[Ｖ]。抵抗は，1.5[Ｖ]÷0.50[Ａ]＝3.0[Ω]。 
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【過去問 27】 

電流のはたらきに関する次の問１～問６の問いに答えなさい。 

（愛媛県 2007 年度） 

［実験１] 「４Ｖ－５Ｗ」と表示のある電熱線ａを用いて，図１のよ

うな回路をつくった。この回路の電熱線ａの両端に加わる電圧を

4.0Ｖに保ち，10分間電流を流しながら水の温度を測定した。こ

の間，電流計は 1.25Ａを示していた。次に，電熱線ａを「４Ｖ－

９Ｗ」と表示のある電熱線ｂにかえて，電熱線ｂの両端に加わる

電圧を 4.0Ｖに保ち，同じ方法で実験を行った。表１は，その結

果を表したものである。 

 

問１ 図１の回路を回路図で表すとどうなるか。次のア～エ

のうち，適当なものを一つ選び，ア～エの記号で書け。た

だし，○Ａ，○Ｖはそれぞれ電流計，電圧計の電気用図記号

である。 

表１  (室温は18.2℃である。) 

電流を流し始めてから 

の時間〔分〕 
0 5 10 

水の 

温度

〔℃

〕 

｢４Ｖ－５Ｗ｣ 

電熱線ａ 
18.2 21.4 24.6 

｢４Ｖ－９Ｗ｣ 

電熱線ｂ 
18.2 23.6 29.0 

    

問２ 実験１で，電熱線ａの抵抗の値は何Ωか。 

問３ 次の文の①～⑥の｛ ｝の中から，それぞれ適当なものを一つずつ選び，その記号を書け。 

実験１で，水の温度変化は，電熱線ａを用いたときより電熱線ｂを用いたときの方が，①｛ア 大きい 

イ 小さい｝。この結果から，電熱線ａと電熱線ｂを比べると，電熱線に表示されているＷの値の大きい方

が，一定時間に発生する熱量は②｛ア 大きい イ 小さい｝ことが分かる。また，電熱線ａと電熱線

ｂのどちらも電流を流す時間が長いほど，発生する熱量は③｛ア 大きく イ 小さく｝なっているこ

とが分かる。 

図１の回路で，電熱線ａに電熱線ｂを直列に接続した。このとき，直列回路全体の抵抗は，電熱線ａの

抵抗より④｛ア 大きく イ 小さく｝なる。その結果，電熱線ａと電熱線ｂに加わる電圧の和を 4.0

Ｖにしたとき，回路全体に流れる電流の強さは，1.25Ａより⑤｛ア 大きく イ 小さく｝なり，２本

の電熱線で消費される電力の和は，５Ｗより⑥｛ア 大きく イ 小さく｝なる。 

［実験２］ 図２のような回路をつくり，コイルＸに流れる電流がつくる
じ

磁
かい

界

のようすを調べた。図３は，図２のコイルＸと
じ

磁
しん

針を真上から見たもの

である。ただし，図３の磁針のＮ極が指している向きは電流を流してい

ないときのものである。  
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問４ 図３に示す の向きに電流を流したとき，磁針Ｐと磁針ＱのＮ極

は，それぞれ図３のア，イのどちらに振れたか。それぞれア，イの記号

で書け。 
 

問５ 磁界の中に磁針を並べて置いたときの，磁針のＮ極が指す向きをなめらかにつないだ線を何というか。

その名称を書け。 

問６ まっすぐな導線をコイルにすると，流れる電流の強さが同じでも，強い磁界をつくることができるのは

なぜか。「同じ向き」という言葉を用い，解答欄の書き出しに続けて簡単に書け。 

 

問１  

問２   Ω 

問３ 
①  ②  ③  

④  ⑤  ⑥  

問４ 
磁針Ｐ  

磁針Ｑ  

問５  

問６ 

コイルにすると，  

 

問１ イ 

問２ 3.2 Ω 

問３ 
① ア ② ア ③ ア 

④ ア ⑤ イ ⑥ イ 

問４ 
磁針Ｐ イ 

磁針Ｑ ア 

問５ 磁力線 

問６ コイルにすると，同じ向きの磁界が重なり合うから。 

 

問１ 図１で，電圧計は電熱線ａに対して並列，電流計は直列につながれている。 

問２ 「抵抗＝電圧÷電流」より，抵抗は，4.0[Ｖ]÷1.25[Ａ]＝3.2[Ω]。 

問３ 熱量は，電力(Ｗで表示される)と電流を流した時間に比例する。電力は，電圧の大きさと電流の強さに比例

する。直列回路全体の抵抗は各部分の抵抗の和になり，各部分の抵抗より大きい。 

問４ 右手の４本の指の向きを電流の流れる向きに合わせると，親指の向きがコイルの中の磁界の向き(図３で右向

き)となり，磁針ＰのＮ極は右に振れる。コイルの外の磁界の向きは中と逆である。 

問５ 磁針のＮ極が指す向きは磁界の向きで，磁力線の矢印は磁界の向きを表している。 

問６ コイルにすると，電流が同じ向きに流れている導線が何本もできる。 
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【過去問 28】 

次の問いに答えなさい。 

（高知県 2007 年度） 

問３ 抵抗の値が同じ豆電球２個と，両端の電圧が 1.5Ｖの

電池とスイッチ，電流計をそれぞれ１個ずつ用意し，図

のような直列回路をつくった。次に，この回路のスイッ

チを入れて，電流計の目もりを読むと，0.25Ａであっ

た。このことについて，次の⑴・⑵の問いに答えよ。 
 

⑴ このとき，豆電球１個の抵抗の値は何Ωか。 

⑵ この回路の直列につながれた豆電球を並列につなぎかえ，回路全体に流れる電流の大きさを測定できる

ように電流計をつないだ。このときの回路図を，次の電気用図記号を用いて完成させよ。ただし，導線は

実線でかくこと。 

豆電球  電流計  

 

問３ 

⑴   Ω 

⑵ 

 

 

問３ 

⑴ 3.0 Ω 

⑵ 

  

 

問３ ⑴ 豆電球２個を合わせた抵抗は，1.5[Ｖ]÷0.25[Ａ]＝6.0[Ω]。直列回路の全体の抵抗は各部分の抵抗の

和で，豆電球２個の抵抗は等しいので，豆電球１個の抵抗は，6.0[Ω]÷２＝3.0[Ω]。 

⑵ 電流計は，豆電球の並列回路に直列につなぐ。 
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【過去問 29】 

次の問いの答を，答の欄に記入せよ。 

（福岡県 2007 年度） 

問２ 乾いたプラスチックのストローの中央に虫ピンをさした。次に，その

ストローを，ティッシュペーパーで
ま

摩
さつ

擦して静電気を起こし，摩擦して

いないストローの
じょう

上
たん

端に，水平方向になめらかに回るように置いた。そ

して，図のように，摩擦したストローのＡ端に，摩擦したティッシュペ

ーパーを近づけると，ストローはティッシュペーパーに引きつけられる

ように動きはじめた。 
 

⑴ 下の  内は，この実験の結果から，生徒が考察し発表した内容の一部である。文中の（ ① ）に適切

な記号または語句を入れよ。また，②の（  ）内から，適切な語句を選び，記号で答えよ。 

資料によると，ストローをティッシュペーパーで摩擦すると，ティッシュペーパーには
プラス

＋の電気が

たまることがわかりました。したがって，この実験では，２つのものの間で，（ ① ）の電気をもつ小

さな粒が②（Ｐ ストロー Ｑ ティッシュペーパー）からもう一方に移動したと考えられます。 

⑵ 静電気の力や磁石の力は，物体どうしが
はな

離れていてもはたらく。この２つの力の他に，物体どうしが離

れていてもはたらく力の名前を書け。 

 

問２ 
⑴ 

①  

②  

⑵  

 

 

問２ 
⑴ 

① －(マイナス，負でも可) 

② Ｑ 

⑵ 重力 

 

問２ ⑴ ストローとティッシュペーパーは引き合っているので，異なる種類の電気をおびている。電気をおびて

いない状態から，－の電気をもつ小さな粒がティッシュペーパーからストローに移動すると，ティッシュペーパ

ーは＋の電気，ストローは－の電気をもつようになる。 

⑵ 重力は，物体と地球が引き合う力で，物体と地球の間は離れている。 
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【過去問 30】 

実験１～実験４について，あとの問いに答えなさい。 

（長崎県 2007 年度） 

【実験１】 電熱線ａに電流を流し，電圧計と電流計を用いて電熱線ａの両端に加わる電圧と，流れる電流を同時

に測定した。表はその結果であり，図１はこの実験の
かい

回
ろ

路
ず

図を，電気用図記号を使って途中まで表したもの

である。 

表      

 

電圧［Ｖ］ 0 2.0 4.0 6.0 8.0 

電流［mA］ 0 100 200 300 400 

      

問１ 表のような，「電熱線を流れる電流は，電熱線の両端に加わる電圧に比例する」という関係を発見した人

物はだれか。 

問２ 電熱線，電圧計，電流計の電気用図記号を使って，解答用紙の図１の回路図を完成せよ。 

【実験２】 実験１の電熱線ａを電熱線ｂにとりかえて電流を流し，電熱線ｂの両端に加わる電圧と，流れる電流

を同時に測定した。その結果，電熱線ｂの抵抗の値は，電熱線ａの抵抗の値の 1.5倍であることがわかった。 

問３ このときの電圧と電流の関係を表すグラフを，解答用

紙の図２にかき入れよ。 
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問１  

問２ 

 

問３ 

 

 

問１ オーム 

問２ 

 

問３ 

 

 

問２ 電流計は電熱線に直列に，電圧計は電熱線に並列につなぐ。 

問３ 原点を通る直線(比例の関係を表す)を引く。 
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【過去問 31】 

次の問いに答えなさい。 

（熊本県 2007 年度） 

問１ 優子は，23図に示した器具ア～カを用いて，電磁誘導の実験を行った。24表は，実験に使用する器具の

組み合わせを示している。 

 

⑴ まず，優子は，24表のＡだけで実験を行い，「コイルに出し入れする磁石を

速く動かすほど，大きな電流が流れる」ことを確かめた。 

 次に，電磁誘導についてもっと確かめようと考え，Ａ～Ｄの中から二つを

選び，それぞれの実験の結果を比べることにした。 

あなたなら，Ａ～Ｄからどの二つを選んで実験を行い，どんなことを確かめ

るか。Ａ～Ｄから二つ選び記号で答え，確かめることを書きなさい。 

24表 

 使用する器具 

Ａ ア，イ，エ，カ 

Ｂ ア，ウ，エ，カ 

Ｃ ア，イ，オ，カ 

Ｄ ア，ウ，オ，カ 

  さらに，優子は，25図のような装置を組み立

て，エネルギーの移り変わりについて調べる実験

をした。 

 モーターの軸に羽根車を取り付け，水蒸気で羽

根車を回転させると，Ｐ，Ｑに接続した検流計の

針が振れた。 

⑵ 検流計に流れる電流の向きは，ＰからＱの向き

であった。 

 Ｐ，Ｑのつなぎ方は変えずに検流計に流れる電

流の向きを逆にするには，どうしたらよいか。水

蒸気と羽根車という二つの語を用いて答えなさ

い。  

⑶ この装置において，熱エネルギーが電気エネルギーに移り変わる途中には，どんなエネルギーがある

か，答えなさい。 

⑷ この装置の羽根車は，発電所のタービンの役割をしている。水蒸気によってタービンを回転させること

で発電する方法を，次のア～オからすべて選び，記号で答えなさい。 

ア 風力発電 イ 火力発電 ウ 水力発電 エ 太陽光発電 オ 原子力発電 
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問１ 

⑴ 

記 号   

確 か め 

る こ と 
 

⑵  

⑶  

⑷  

 

問１ 

⑴ 

記 号 Ｃ Ｄ 

確 か め 

る こ と 

例 コイルの巻き数が多いほど，発生する誘導電流は大

きくなる。 

⑵ 水蒸気の当て方を変えて，羽根車を逆に回転させる。 

⑶ 運動エネルギー 

⑷ イ，オ 

 

問１ ⑴ コイルの巻き数のちがいを比べるときはＡとＢ，あるいはＣとＤを選ぶ。磁石の磁力のちがいを比べる

ときはＡとＣ，あるいはＢとＤを選ぶ。調べる条件以外は同じにすること。 

⑵ 羽根車を逆に回転させると，モーターは逆に回り，電流の向きも逆になる。 

⑶ 水蒸気のもつ熱エネルギーが，羽根車の運動エネルギーに変わっている。 

⑷ 火力発電は化石燃料を燃やして，原子力発電は核反応で発生する熱を使って，水蒸気をつくる。 
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【過去問 32】 

金属線の抵抗の大きさと回路を流れる電流の大きさについて調べるために，次の実験を行った。問１～問５

の問いに答えなさい。 

（大分県 2007 年度） 

 １本の金属線から，長さが５㎝ずつ異なる６本の金属線を切り取り，［図１］のような回路をつくっ

た。それぞれの金属線に 12Ｖの電圧をかけ，流れる電流の大きさを測定した。［表］は，その結果を記

録したものである。 

 ［図２］のように， で使用した長さが 15㎝と 30㎝の金属線を直列につなぎ，ＡＢ間に 18Ｖの電圧

をかけ，電流の大きさＩ１，Ｉ２を測定した。 

 ［図３］のように， で使用した２本の金属線を並列につなぎ，ＣＤ間に 18Ｖの電圧をかけ，電流の

大きさＩ３，Ｉ４を測定した。 

 

 

［表］ 金属線の長さ〔㎝〕 5 10 15 20 25 30 

 電流の大きさ〔Ａ〕 3.00 1.50 1.00 0.75 0.60 0.50 

問１ 次の文は，電流計と電圧計の使い方を説明したものである。（ ａ ）～（ ｄ ）に当てはまる語句の

組み合わせとして正しいものを，ア～エから１つ選び，記号で書きなさい。 

電流計は，はかろうとする部分に（ ａ ）につなぎ，電圧計は，はかろうとする部分に（ ｂ ）につ

なぐ。また，電流や電圧の大きさが予想できないときは，３つの－端子の中で，はかることのできる値

が最も（ ｃ ）端子につなぎ，針の振れが小さすぎるときは順に（ ｄ ）方へつなぎかえる。 

ア ａ 直列 ｂ 並列 ｃ 小さい ｄ 大きい 

イ ａ 並列 ｂ 直列 ｃ 大きい ｄ 小さい 

ウ ａ 直列 ｂ 並列 ｃ 大きい ｄ 小さい 

エ ａ 並列 ｂ 直列 ｃ 小さい ｄ 大きい 

問２ で，金属線の長さが 20㎝のとき，金属線の抵抗の大きさは何Ωか，求めなさい。 

問３ の結果から，金属線の長さと抵抗の大きさの関係をグラフに表しなさい。ただし，縦軸の（ ）内

に適切な数値を書くこと。 
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問４ と で測定した電流の大きさＩ１，Ｉ２，Ｉ３，Ｉ４の大小関係を，解答欄の（ ）内に等号（＝）また

は不等号（＜，＞）を入れて表しなさい。 

問５ で余った金属線をある長さに切り取り，18Ｖの電圧をかけたところ，金属線を流れる電流の大きさは

Ｉ４と同じになった。この金属線の長さを求めなさい。 

 

問１  

問２   Ω 

問３ 

 

問４ Ｉ１（   ）Ｉ２（   ）Ｉ３（   ）Ｉ４ 

問５   cm 

 

問１ ウ 

問２ 16 Ω 

問３ 

 

問４ Ｉ１（ ＝ ）Ｉ２（ ＜ ）Ｉ３（ ＜ ）Ｉ４ 

問５ 10 cm 

 

問１ 電圧や電流の大きさが予測できないとき，安全のため，値が最も大きい－端子につなぐ。 

問２ 表より，金属線が 20cmのときの電流は 0.75Ａ。抵抗は，12[Ｖ]÷0.75[Ａ]＝16[Ω]。 

問３ 問２と同様に計算すると，金属線の長さが５ cm，10 cm，15 cm，25 cm，30cmのときの抵抗は，それぞれ４

Ω，８Ω，12Ω，20Ω，24Ωである。抵抗の大きさと金属線の長さは比例している。 

問４ [図３]で，並列回路全体の電流Ｉ４は，個々の抵抗を流れる電流Ｉ３より大きい。[図３]の抵抗にかかる電圧は

[図２]の抵抗にかかる電圧より大きく，Ｉ３はＩ２とＩ１より大きい。Ｉ２とＩ１に流れる電流は等しい。 

問５ 15cm，30cmの抵抗はそれぞれ 12Ω，24Ωで，18Ｖの電圧をかけると，それぞれ 1.5Ａ，0.75Ａの電流が流れ

る。Ｉ４＝2.25[Ａ]の電流が流れるときの抵抗は 18[Ｖ]÷2.25[Ａ]＝８[Ω]で，金属線 10cm分。 
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【過去問 33】 

英二君たちは，抵抗器に加える電圧と回路を流れる電流の強さとの関係を調べるために，次の実験Ⅰ，

Ⅱを行った。次の問１～問４の問いに答えなさい。 

（宮崎県 2007 年度） 

〔実験Ⅰ〕   

① 抵抗器Ａを使って，図Ⅰのような回路を組み立て，電圧調整つま

みを回して，電圧計の示す値を１Ｖ，２Ｖ，…６Ｖと変化させ，抵

抗器Ａに流れる電流の強さを測定した。 

② 抵抗器Ａを抵抗器Ｂ，抵抗器Ｃに変えて，同じように電流の強さ

を測定し，表Ⅰを作成した。 

 

 

表Ⅰ  
電圧〔Ｖ〕 0 1 2 3 4 5 6 

電流

〔mA〕 

抵抗器Ａ 0 25 49 73 101 128 150 

抵抗器Ｂ 0 9 20 32 39 50 62 

抵抗器Ｃ 0 21 39 60 80 98 122 
 

問１ 実験Ⅰの①で，英二君たちが最初につながなければならない

電流計の端子は，どれとどれか。次のア～エから２つ選び，記号

で答えなさい。 

ア 50mA端子 イ 500mA端子 

ウ ５Ａ端子 エ ＋端子 

問２ 表Ⅰをもとに，抵抗器Ａに加える電圧と流れる電流の強さの

関係のグラフを，図Ⅱのグラフ用紙にかきなさい。ただし，ⓐと

ⓑには単位を，ⓒとⓓには縦軸，横軸にとる量を，ⓔとⓕには目

盛りを，それぞれ入れること。 

図Ⅱ 

 

問３ 次の文は，グラフ作成後の英二君と先生の会話である。 

 ア ～ ウ に最も適切な言葉を入れなさい。 

英二： 先生！ グラフから，抵抗器Ａに加える電圧と流れる電流の強さは ア の関係にあることがわ

かりました。 

先生： そうですね。この電圧と電流の関係を イ の法則とよびます。ところで，この３つの抵抗器の中

で，最も電流が流れにくいのはどれですか？ 

英二： う一ん。 ウ だと思います。 

先生： そうです。その通りです。 
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問４ 英二君たちは、次の実験Ⅱを計画し，表Ⅰをもとに結果を予想した。下の ア ， イ に適切な言葉

や数値を入れなさい。 

〔実験Ⅱ〕 

① 図Ⅲのように，抵抗器ＡとＢをつなぎ，電圧計の示す値が５Ｖの

ときの電流計の示す値を調べる。次に，抵抗器ＡとＢを抵抗器Ａと

Ｃ，抵抗器ＢとＣに変えて，それぞれの電圧計の示す値が５Ｖのと

きの電流計の示す値を調べる。 

② 図Ⅳのように，抵抗器ＡとＢをつなぎ，電圧計の示す値が４Ｖの

ときの電流計の示す値を調べる。  

 

〔英二君たちの予想〕 

実験Ⅱの①で，電流計の示す値が最も大きくなる抵抗器の組み合

わせは， ア になる。また，実験Ⅱの②で，電流計の示す値

は， イ  mAとなる。 

 

 

 

問１   

問２ 

 

問３ 

ア  

イ  

ウ  

問４ 
ア  と  

イ   mA 
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問１ ウ エ 

問２ 

 

問３ 

ア 比例 

イ オーム 

ウ 抵抗器Ｂ 

問４ 
ア 抵抗器Ａ と 抵抗器Ｃ 

イ  140 mA 

 

問１ 安全のため，－端子は値の最も大きい５Ａ端子につなぐ。 

問２ 測定点 ● を直線で結び，折れ線グラフにしない。原点を通る直線を引くこと。 

問３ 同じ電圧を加えたとき，流れる電流は抵抗器Ｂが最も弱い。 

問４ 表Ⅰで，抵抗の大きさはＢ＞Ｃ＞Ａの順となる。図Ⅲの直列回路では抵抗の小さいものをつなぐと電流は強

くなる。図Ⅳでは抵抗器ＡとＢに４Ｖの電圧が加わり，表Ⅰより 101＋39＝140[mA]。 

 



7 電流とその利用(中２) 電流・磁界・放射線ほか 2007 年度 

63 

【過去問 34】 

次のⅡについて各問に答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2007 年度） 

Ⅱ 図１のように，コイルを厚紙にさしこみ，電流

を流してコイルの周囲にできる磁界について，磁

針を使って調べた。なお，スイッチを入れていな

いとき，図１のＰの位置にある磁針のＮ極がさし

ていた向きは図１のアの向きであった。 

問１ スイッチを入れて，電熱線の両端の電圧が

18Ｖになるようにした。電熱線の抵抗が 15Ω

のとき，流れる電流は何Ａか。  

問２ スイッチを入れると，図１のＰの位置で磁針のＮ極がさす向きは，図１のエの向きになった。このと

き，図１のＰの位置における磁界の向きは図１のア～エのどの向きか。また，コイルに流れている電流の

向きは図１のＸ，Ｙのどちらか。 

問３ 図２は，コイルに電流が流れているときの

コイルと厚紙を真上から見たものである。図２

のＱとＲの位置に置いた磁針のＮ極がさす向き

は，それぞれどの向きか。Ｑについてはａ～

ｄ，Ｒについてはｅ～ｈから選べ。 

 

 

Ⅱ 

問１   Ａ 

問２ 
磁界  

電流  

問３ Ｑ  Ｒ  

 

Ⅱ 

問１ 1.2 Ａ 

問２ 
磁界 エ 

電流 Ｙ 

問３ Ｑ ｂ Ｒ ｈ 

 

Ⅱ 問１ 「電流＝電圧÷抵抗」より，電流は，18[Ｖ]÷15[Ω]＝1.2[Ａ]。 

問２ 磁針のＮ極のさす向きが磁界の向きを表している。右手の４本の指の向きを磁界の向き(図２のエ)に合わ

せると，親指のさす向きが電流の向きとなる。 

問３ 直線状の導線を流れる電流による磁界は同心円状で，Ｑの位置とＰの位置の磁界の向きは逆となる。一方，

Ｒの位置の磁界の向きはＰの位置の磁界の向きと同じである。 
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【過去問 35】 

図１のような器具，装置を用いて回路をつくり，電流と磁界の関係について調べる実験をした。図２は磁石

とコイルの部分を拡大した図である。 

（沖縄県 2007 年度） 

   

問１ 電流計を電源装置につなぐときには，図１のように回路の中に電熱線をつなぐ。その理由として最も適

当なものを，次のア～エから１つ選び記号で答えなさい。 

ア コイルに電流を流れやすくするため 

イ 電流計にかかる電圧を大きくするため 

ウ コイルを流れる電流の向きを変えるため 

エ 電流計に電流が流れすぎないようにするため 

問２ 電熱線ａ（20Ω）につないだとき，電圧計は 10Ｖを示した。このとき電熱線ａに流れる電流の大きさを

求めなさい。 

問３ 問２のとき，コイルは図２の矢印の向きに動いた。コイルの動く向きを逆にしようと思い，次のア～オ

の操作をした。コイルの動く向きが図２の矢印の向きと逆になる操作はどれとどれか。２つ選び記号で答

えなさい。 

ア 電熱線ｂ（10Ω）にかえる イ コイルを流れる電流の向きを逆にする 

ウ 電圧を大きくする エ Ｕ字型磁石の極の位置を逆にする 

オ 電流を小さくする 

問４ 図１の電源装置の電圧を 10Ｖにし，電熱線を次のア～エのようにかえて実験すると，それぞれ，コイル

の振れに違いが見られた。コイルの振れが大きい順に並べ，その記号を答えなさい。 

ア 電熱線ａ（20Ω） 

イ 電熱線ｂ（10Ω） 

ウ 電熱線ａ（20Ω）と電熱線ｂ（10Ω）を直列につないだもの 

エ 電熱線ａ（20Ω）と電熱線ｂ（10Ω）を並列につないだもの 

問５ 次に，コイルの両端を検流計の端子につなぎかえて，コイルを図２の矢印の向きに手で動かすと電流が

流れた。このとき，コイルを動かす速さと検流計の針の振れの大きさについて，最も適当なものを次のア

～エから１つ選び記号で答えなさい。 

ア ゆっくり動かすと針の振れは大きい イ 速く動かすと針の振れは大きい 

ウ 速く動かすと針の振れは小さい エ 動かす速さに関係なく針の振れは同じ 
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問６ 問５のように，検流計の針が振れたのは，コイルに電圧が生じ，電流が流れたからである。この電流を

何というか。答えなさい。 

 

問１  

問２   Ａ 

問３ （    ）と（    ） 

問４ ( ) ＞ ( ) ＞ ( ) ＞ ( ) 

問５  

問６   電流 

 

問１ エ 

問２ 0.5 Ａ 

問３ （ イ ）と（ エ ） 

問４ (エ) ＞ (イ) ＞ (ア) ＞ (ウ) 

問５ イ 

問６ 誘導 電流 

 

問１ 電流計を電熱線に直列につなぐと電流は流れすぎないが，並列につなぐと流れすぎる。 

問２ 「電流＝電圧÷抵抗」より，電流は，10[Ｖ]÷20[Ω]＝0.5[Ａ]。 

問３ コイルの動く向き(力の向き)は，電流の向きか磁界の向きを逆にすると，逆になる。 

問４ コイルに流れる電流が大きくなる(抵抗が小さくなる)と，振れも大きくなる。抵抗の大きさは，並列回路＜

10Ω＜20Ω＜直列回路の順となる。 

問５ コイルを速く動かすと，コイルの中の磁界の変化が大きくなり，コイルに大きな電流が流れる。 

 

 


